
 

 

 

 

 

 

 

事 業 報 告 
 

令和 4 年度 (2022 年度) 
 

【令和 4 年 4 月 1 日から令和 5 年 3 月 31 日まで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人あけぼの事業福祉会 
 

 

 

 



法 人 概 要 

 

【法人の沿革】 

1977 年 4 月 『社会福祉法人あけぼの事業福祉会』創設 理事長 安家茂美 

       「豊中あけぼの保育園」長興寺南に開園（S52.3.31 認可）園長 安家茂美 

1987 年 4 月 「あけぼのベビ－センタ－」上野西に開園（S62.3.26 認可）園長 安家周子 

1988 年 12 月『社会福祉法人あけぼの事業福祉会』 理事長 安家周子就任 

2000 年 6 月  豊中あけぼの保育園分園「あけぼのぶんぶん」曽根東町に開園 園長 安家周子 

2001 年 4 月 「あけぼのぶんぶん」小規模保育園へ認可変更（H13.3.30 認可） 

2002 年 4 月 「あけぼのドロップス」上新田に開園（H14.3.29 認可）園長 安家尚子 

2005 年 3 月 『社会福祉法人あけぼの事業福祉会』 理事長 安家周一就任 

2005 年 4 月 「あけぼのぽんぽこ保育園」西緑丘に開園（H17.3.31 認可）園長 安家比呂志 

2012 年 3 月 「豊中あけぼの保育園」城山町に移転 

2015 年 2 月 「あけぼのぶんぶん」長興寺南に移転 

2018 年 4 月 「あけぼのベビ－センタ－」を「あけぼの風の森保育園」へ名称変更 

2019 年 4 月 「豊中あけぼの保育園」を幼保連携型認定こども園「豊中あけぼのこども園」へ認可変更  

      「あけぼのドロップス」を幼保連携型認定こども園「認定こども園あけぼのドロップス」へ認可変更 

      「あけぼのぽんぽこ保育園」を幼保連携型認定こども園「あけぼのぽんぽここども園」へ認可変更  

 

【保育の方針】 

保育理念：保育する上での根本的な考え 
「今しかできないこと 今だからできること 

しっかり看つめること ギュッとハグすること 
自分の興味を満喫させて遊ぶこと 思いっきりカラダを動かすこと 
大人みんなで精一杯愛すること 大人も育つこと 
私たちはこんな保育園を目指します」 

 

保育目標：保育の具体的な目標 
「すべての生活から健全な心身を育てる 

すべての生活からよく考える力を育てる 
すべての生活から愛情と自立心を育てる」 

 

モットー：こどものあるべき姿  「よくみる よくきく よくする」 
 

スタッフポリシー：保育者としての原則 
①こどもの安全が最優先されているか 
②日々の生活が大切にされプログラムがこども側の論理に立っているか 
③保護者に対して共感的態度で接しているか 
④自分が人間として自立しているか 
⑤自分が保育者として向上心があるか 
⑥日々適切に報告、連絡、相談（ホウ、レン、ソウ）ができているか 
⑦「もったいない」を大切にしよう 
⑧自分を大切にし、周りの人を大切にする (No２の役割とティームワーク) 

 



【役員・評議員の状況】 

  理事 6 名・監事 2 名 任期：令和 3 年 6 月 29 日～令和 4 年度最終のものに関する定時評議員会の終結するとき 

 役職 氏名 職業等 

1 理事 安家 周一 あけぼの幼稚園 園長 

2 理事 安家 比呂志 社会福祉法人あけぼの会 理事長 

3 理事 安達 譲 学校法人ひじり学園 理事長 

4 理事 鎌倉 利光 桧垣･鎌倉･寺廣法律事務所 辯護士 

5 理事 中橋 美穂 大阪教育大学 教授 

6 理事 水谷 豊三 学校法人成城学園 理事長 

1 監事 上保 小太郎 元法人事務長 

2 監事 河端 秀雄 元豊中市職員 

  

 評議員 7 名 任期：令和 3年 6月 29 日～令和 6年度最終のものに関する定時評議員会の終結するとき  

 役職 氏名 職業等 

1 評議員 片山 雄基 社会福祉法人種の会 理事長 

2 評議員 北島 孝通 庄内こどもの杜幼稚園 施設長 

3 評議員 辰巳 正信 学校法人たつみ学園 理事長 

4 評議員 得 喜成 社会福祉法人愛成会 理事長 

5 評議員 秦 賢志 学校法人小寺学園 理事長 

6 評議員 濱名 浩 学校法人あけぼの学院 理事長 

7 評議員 村野 光子 アトリオみなみおかこども園 園長 

 

【法人全体の計画に対する報告】  理事長：安家 周一 

 

当法人は、今年度も子どもの健やかな成長と保護者の子育てによる育ちを保証するために、「子

どもたちの命と育ちが護られ、保護者が子育ての喜びを感じ、教職員が仕事に誇りを持てること」

を使命として 2022 年度事業に取り組むことができた。 

 

各施設とも、おおむね定員を充足し、健全な運営が実行できたものの、新年度当初の 0 歳児の

不足は顕在化し、今後の大きな課題である。2021 年度末に、ぽんぽここども園の園長が体調を理

由に退職することとなり、急遽園長人事やその他の人事を変更するというアクシデントがあった。

一時期混乱は見られたが、着任した藤田勲園長も奮闘し、1 年を終えることができた。移管後 17

年を過ぎたぽんぽここども園の貸借期間の満了を目前に、市との交渉を重ね、当法人の希望する

30 年の延長に向けて詰めを急ぎたい。 

 

新型コロナウイルスの流行は株の形を変えて子どもや保護者、教職員に襲いかかり、様々な行

事や運営を柔軟に変化させる緊張が続いたが、職員の協力によって乗り越えることができた。 

様々な園内研修や打ち合わせ、今年度は幼児が在籍する 3 園幹部のミーティングなどに取り組ん

だ。縦割り異年齢保育の意義や保育の在り方など保育アドヴァイザーの安家尚子の指導の下、新

たなる気づきが生まれるなど、一歩前進が見られた。 

 

 



〇各施設共通の具体的な取り組み 

Ⅰ〕安全な食事の提供を行うための様々な工夫 

ここ数年、安全な食材の仕入れや共通メニューによって、食の面が大きく前進した。主食費・

副食費の金額も 7,500 円／月に設定し、野菜に加えて、調味料や乾物などにも配慮し始めるこ

とができている。引き続き乳幼児の食事について、努力した。 

 

Ⅱ］評価の検討 

評価については、従前より当該施設長・主任によって評価を行い、期末賞与に反映させてい

る。職員と管理職のコミュニケーションを深化させ、しっかりとしたチームづくりに力を傾注

する。 

 

Ⅲ〕働き方改革 

園ごとに改革リーダーを選出し、定期的に話し合いや現状報告を行った。かなり進捗状況に

ばらつきがあって、意識統一にはいまだ到達していない。人材確保と大きな関係があることか

ら、意識の向上一層努力が必要である。 

 

Ⅳ〕内外の環境整備  

今年度も室内環境、屋外環境を点検し、清潔さや充実に努めた。 

  

Ⅴ〕施設ごとの大規模修繕を実施するための積立金 

積立金については概ね目標を達成することができている。施設によってはさっそく耐震や修

繕が必要で、次年度取り組むことになる。 

 

Ⅵ〕事務員の資質向上 

ここ数年、事務長多田元太が事務員の資質向上の取り組みを実施し、日常業務に加え、全体

の金銭マネジメントや、予算の立て方、執行の精度などが向上しつつある。 



各 施 設 報 告 

【豊中あけぼのこども園】  園長：三倉 敏浩 

 
所在地 ： 〒561-0803 豊中市城山町1丁目2番25号 

連絡先 ： TEL/06-6863-7050 FAX/06-6863-1260 E-mail/toyonaka_akebono＠akebono.ed.jp 

 

  園児数： 

定員 
全体 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

72 5 9 12 15 15 16 

定員充足率 101.3％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 106.6％ 106.6％ 93.7％ 

 

  職員数： 

4/1配置 保育教諭 調理 看護 事務 他 計 備考 

正職員 14 2 1   17  

契約職員 6 2  1 6 15  

計 20 4 1 1 6 32  

【期中の増減】 10/16 学生バイト1名雇用 週7時間勤務 

1 /2 正職員保育教諭1名産休取得 

1/15 学生バイト1名退職 週7時間勤務 他園内定のため 

2/16 学生バイト1名雇用 週7時間勤務 

【期末退職者】 非常勤契約職員1名 

 

 本年度重点的に取り組んだ目標・計画と振返り・継続課題： 

目標・計画 具体的な取組方法 

①今後の園の特性に 
合わせた人材育成 

【計画】 
・2023 年度よりあけぼのぶんぶんとの連携施設化がスタートし、縦
割りクラスを1クラス増設、3ヵ年かけて幼児を24人増員する。
今後、主に2号認定児に特化した施設となっていく中で、乳児から
幼児への発達の連続性や縦割り保育の特性を理解し、保育を実践す
る事ができる人材を育成していく。 

【報告】 
・今まで縦割りクラス担任の経験者と新たに縦割りクラスの担任に
なる保育者、そして縦割りクラスの１学年前の2歳児の担任との組
み合わせを考え、計画的に幼児クラス担任候補となる人材を育成す
る事が出来た。 

②乳児保育の質の向上と 
2施設間の連携 

【計画】 
・連携施設化に伴い、両施設の乳児クラス（まずは2歳児クラスを中
心）で毎月保育内容の打ち合わせや保育見学、担任交流などを実施
し、連携後3歳児で合流する姿をイメージした保育観・保育内容の
共有を行なう。又、その取り組みを通して乳児保育のスペシャリス
トを育て2施設の総合的な乳児保育の質の向上へ繋げる。 

【報告】 
・毎月という頻度での合同打ち合わせの実施には課題が残ったが、2
施設間の担任のトレードや、連携後をイメージしたプレ縦割りクラ



 

  その他特記事項・報告事項 

・中長期計画（設備）に挙げていた『階段踊り場の整備』は、大阪府の補助金を活用して新しく絵本棚を

設置。階段下スペースも新たに絵本スペースとして活用し、計画上の整備が終了する。 

 

スの計画的な実施、行事の共同に向けた参加具合など、今までには
なかった連携に際しての新たな取り組みを始める事が出来た。今後
は、この取り組みの濃度と頻度を2施設間でより濃いものにしてい
きたい。 

③“引き継ぐ”視点の 
カリキュラムの作成 

【計画】 
・縦割り保育実施10年間を振り返り『縦割り保育カリキュラム』の
再構成 

・あけぼのぶんぶんと『乳児保育カリキュラム』の連携した整備 
【報告】 
・縦割り全体のカリキュラムの再編成までには至らなかったが、縦割
りクラスの保育の記録と日々作成しているドキュメンテーション
とを組わせた新たな様式を園独自で作成・運用する事が出来た。 

・あけぼのぶんぶんとの保育的な連携は進めていけたがカリキュラ
ムの擦り合わせという部分は引き続き検討課題として残っている。
令和5年度の計画にも盛り込んだように、まずは「2歳児」に焦点
を当てたカリキュラムの編成を進めていきたい。 

④NO残業、NO持ち帰りの 
習慣化 

【計画】 
・特定徴収金による幼児クラス2人担任制（リーダー・マネージャー
の役割分担よる質の向上）、全体フリーを 0.1.2 歳児クラスへ固定
し副担任化（育児担当制の概念の担保）する人員配置を行ない、職
員が日中の事務処理時間を各自でマネジメントする事ができるシ
ステムを構築する。 

【報告】 
・令和3年度からスタートさせたNO残業・NO持ち帰りの取り組みに
関して、システムや業務量の精査はある程度終了した。職員が「自
分で時間を管理する」条件を整えた事で、各自のタイムマネジメン
ト意識が向上し、効率的な業務の遂行と、生まれた余力を更に保育
へ還元する等、質・量ともに働き方改革を進める事が出来た。 



 

 

【あけぼの風の森保育園】  園長：武田 愛子 

 
所在地 ： 〒560-0011 豊中市上野西4丁目5番62号 

連絡先 ： TEL/06-6857-2003 FAX/06-6857-2086 E-mail/akebono_kazenomori@akebono.ed.jp 

 

  園児数： 

定員 
全体 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

60   9 25 26    

定員充足率 100 100 100 100    

 

  職員数： 

4/1配置 保育教諭 調理 看護 事務 計 備考 

正職員 17 2   19  

契約職員 8 1 １  10 アルバイト1名 

計 22 3 １  26  

【期中の増減】 ※正職1名 採用後体調不良により入職せずそのまま退職 

5/31 学生バイト1名退職 週4時間勤務  他園内定の為 

6/10 常勤契約職員1名退職 週24時間勤務 諸事情の為 

7/11 派遣職員1名契約  週40時間勤務 8月末欠員補充の為 

7/13 派遣職員1名契約  週18時間勤務 保育補助増員の為 

8/31 正職員保育教諭１名退職 配偶者の転勤の為 

10/ 1 看護師1名育休復帰 週18時間勤務 保育補助兼任で勤務 

【期末退職者】 正職員保育教諭2名、常勤契約職員1名 

 
 
 本年度重点的に取り組んだ目標・計画と振返り・継続課題： 

目標・計画 具体的な取組方法 

人材育成 

【計画】 
・今年度は育休復帰した者もいれば、年度途中で産休や結婚退職で中
堅職員がいなくなる。新人職員も多いことから、担当制保育の理解
と実践方法を振り返り学び会える機会を多く持つ。 

・メンターメンティー制度の活用方法を見直し、勤務時間内に2人で
過ごす時間を設けることで信頼関係が深まるきっかけ作りとして
いきたい。 

・保育におけるリスクマネジメントの重要性を知り、自らを守るため
にも危機管理の意識を高める。（研修強化） 

・リモート研修を大いに活用して積極的に学ぶ機会を設けていく。 

【報告】 
・新入園児が多い4月スタートの中でも、職員間で声を掛け合い、ト
ランシーバーの活用もあり他クラスの様子も気にかけながら保育
が出来ていた。また、コロナも落ち着いてきたこともあり研修にも
少しずつ参加し、リモートや対面式で各自学びを深めることが出来
ていた。 

・昨年度に引き続き、クラス代表者が集まりリスクマネジメントの打
ち合わせを月に１度行い、日頃のヒヤリハットや事故の振り返りを



 

 

行うことで、未然に防ぐ事故防止に繋がるケースもあり、全体で見
直す良いきっかけとなっていた。 

就学前施設への移行 

【計画】 
・去年度、子ども達の声を吸収することができる吸音壁を設置。業者
と大学教授が研究を重ねて開発された塀となり、設置後の検証では
20㏈の音が下がっている結果が出た。 

 これを良い機会として、近隣協議会で就学前施設へ移行を打診す
る。 

・市と業者の力沿いをもらい来年度から就学前施設になれるように
一歩前進したい。 

【報告】 
・園長が変わったことで、近隣の方との信頼関係作りからのスタート
となったため、目標としていた就学前施設への一歩前進は出来なか
った。近隣の方との関係作りでは、園庭で実った果実などを２歳児
の子ども達と一緒に配りに行き、喜んで頂ける一方で、園児も地域
の方のとの交流を持つきっかけとなった。年に２回行われる近隣協
議会で今までの資料を見直し、少しでも保育園事情を知り、親しみ
を持っていただける様に写真を入れる等、資料も改善し、好評いた
だくことが出来た。引き続き近隣の方との距離を少しずつ縮めて行
けるように務める。 

働き方の改善 

【計画】 
・職務リーダーの仕事内容が明確になることで協力し合って時間配
分ができるようになってきた。引き続き、勤務時間内にリーダーの
仕事が終えるようにしていきたい。 

・45 分休憩時間の確保が定着。しかし行事前になると休憩時間の確

保や勤務時間外勤務になることもまだ多い。行事改革にも取り組む

が仕事量には反映されていない。今後、改革を進めながらも職員が

計画実行にむけて意識を高め協力し合うことで取得していきたい。 

【報告】 
・春に行った園内研修で働き方改革について職員全員で話し合いを
行い、勤務時間内での仕事内容や書類関係の意見交換を行った。そ
の後より少しずつ職員の意識が変わり、時間の使い方を意識する様
子が見られるようになってきた。しかし、年次の高い職員が割り振
られているリーダーの仕事や後輩の書類の目通しなどが勤務時間
には終わらず残業をしている様子が見られた。 

・働くことに関してのやりがいや楽しさは職員の様子から読み取れ
ることが多かったので、勤務時間を有効に使うこと、今でないと出
来ない仕事の分別を付けることが今後の課題となる。 

 
   その他特記事項・報告事項 

・2022年度は新型コロナウイルス感染で園児、職員の感染者が相次ぎ、8月に2日間2歳児クラス

のクラス閉鎖、その後更に6日間休園措置を取り保育園の運営がしんどい時期があった。 

・法人で契約している農家さんのご協力を頂き、12月より第3土曜日の午前中に『マルシェ＠KAZE』

という野菜販売を始めた。地域の方や在園の方に無農薬、低農薬の野菜や納豆、米などの販売を

することで、地域貢献になり、同じ時間帯に園庭開放も行うことで近隣の方に保育園のアピール

することも出来て好評をいただいている。 



 

 

【あけぼのぶんぶん】  園長：山中 由貴子 

 
所在地 ： 〒561-0874 豊中市長興寺南2-8-16 

連絡先 ： TEL/06-6867-70711 FAX/06-6867-0712 E-mail/akebono_bunbun＠akebono.ed.jp 

 

  園児数： 

定員 
全体 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

45 12 15 18 - - - 

定員充足率 99％ 97％ 100％ 100％    

 

  職員数： 

4/1配置 保育教諭 調理 看護 事務 他 計 備考 

正職員 13 2  1  16 2名育児休業中 

契約職員 6 2   2 10  

計 19 4  1 2 26  

【期中の増減】 5/ 1 正職員看護師1名雇用  

        6/ 1 常勤契約職員1名雇用 週40時間勤務 年度当初の欠員補充 

【期末退職者】 正職員保育士1名、常勤契約職員1名 

 
 本年度重点的に取り組んだ目標・計画と振返り・継続課題： 

目標・計画 具体的な取組方法 

職員の質の向上 

【計画】 

＊書類業務の時間の確保や書類の見直しを図ってきた中で、確保で

きた時間を書類業務だけに留まらず、職員同士で保育の現状や課題

などを話し、学び合いながら更なる質の向上に繋げる。 

＊豊中あけぼのこども園との連携により、共に学び合う園として、合

同研修会や自園では学べない幼児の育ちを知ることで、乳幼児の連

続性を学び保育の幅を広げていく。 

【報告】 

＊休憩・事務処理時間を確保することに重きをおいて、保育の取り組

みや育ちの共有を行うことや担当間で話し合う時間が少なくなっ

ていた。意識して行うクラスもあり、差が出ていたので全職員で時

間の作り方や使い方について話し合いを行った。 

＊２施設で合同研修会やトレード研修を行うことで、幼児の育ちを

知り、乳幼児の連続性を学び保育の幅を広げていくことが出来た。 

 さらに学びを深めていけるように継続していく。 

保育内容の構築 

【計画】 

＊０歳児・１歳児は、月齢による発達の差があり、環境構成が難しい

ことからクラスの細分化を図り、０歳児の高月齢児と１歳児の低

月齢児との混合による月齢クラスを設定し、より発達に沿った丁

寧な保育を行う。 

＊豊中あけぼのこども園との連携により、子ども達がスムーズに進

級出来るよう、両園の職員と保育体制などを密に話し合い、実行や



 

 

検証を行いながら構築を図る。 

【報告】 

＊０・１歳児の混合グループを作ることで、各クラスとグループの月

齢の幅が狭まり、発達にあった環境構成や保育を行うことが出来

た。進級に向けての保育や行事について課題が残ったので、グルー

プ保育の構築を行っていきたい。 

＊豊中あけぼのこども園の園庭や保育室にあそびに行く回数を多く

し、縦割りクラスに入って生活をしたり、2施設間で担任のトレー

ドを行ったりと新たな取り組みが出来た。より充実した取り組み

を行っていけるように引き続き連携の構築を図っていく。 

子育て支援 

【計画】 

＊豊中あけぼのこども園と、子育て支援の協同開催となることから、

両園が「地域の子育て拠点」としての園を目指す。 

＊現行の遊び場の提供や親同士の交流の場は継続しつつ、保育士・栄

養士・看護師が、それぞれの専門性を活かしイベントなどの開催な

どを行い、地域の子育て世代の方にとって、保育園という存在が親

支援の場となるように努める。 

＊協働開催となりその場にいる保育士の数が増えたことで、遊びの

内容や環境を充実させることが出来、又、参加者と話す機会が増え

た。このことが参加者の感想にも反映されており、口コミで広がっ

て参加者が増えたり、一時保育の利用へも繋がっており、園が「地

域の子育て拠点」となってきている。 

＊栄養士が行う離乳食の作り方や試食、相談は毎回好評だった。看護

師の専門性を活かせる内容を行えなかったので、今後に繋げてい

くようにする。 

働き方改革 

【計画】 

＊昨年度、業務の見直しを図ったことにより、勤務時間内に終えるよ

うになったことで、働き易さに繋がったことから、更なる向上とし

て、保育の取り組みや育ちの共有を行い、互いに認め合う同僚性を

高め「やりがい」にも繋げていく。 

【報告】 

＊園内研修で『やりがい』や『あけぼので良かったと思うこと』等に

ついて話し合うことで、他者の考えや思いを知ることが出来、それ

が自身への『やりがい』へと繋がっていた。 

＊個々の能力の差があったり、担当とフォローの職員との思いのズ

レがあったりと不満が出ることもあったので、働き方改革につい

て全職員で共有し、向上していけるようにしていく。 
 
  その他特記事項・報告事項 

＊コロナ補助金を活用して、２階トイレに汚物槽の設置、網戸の入れ替え工事を行った。 

＊コロナに罹患した職員、子どもが増えたため、７月１２日～１６日の５日間、２歳児クラスがクラス閉鎖とな

った。職員の休みが重なり、運営が厳しい時には、豊中あけぼのこども園からフォローに来てもらった。 



 

【認定こども園 あけぼのドロップス】  園長：越智 有貴子 

 
所在地 ： 〒560-0085 豊中市上新田4丁18目番3号 

連絡先 ： TEL/06-6155-1101 FAX/06-6155-1102 E-mail/akebono_drops＠akebono.ed.jp 

 

  園児数： 

定員 
全体 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

60 6 10 11 11 11 11 

定員充足率 111 100 100 109 118 118 115 

 

  職員数： 

4/1配置 保育教諭 調理 看護 事務 他 計 備考 

正職員 13 2  1  16  

契約職員 8 1 1  4 14  

計 21 3 1 1 4 30  

【期中の増減】  6/30 学生バイト1名退職 週16時間勤務 他園内定のため 

         9/ 1 派遣職員1名契約  週30時間勤務 加配対象児増のため 

        12/21 学生バイト2名雇用 週7時間勤務 

         2/ 1 学生バイト1名雇用 週7時間勤務 

【期末退職者】 正職員保育教諭2 

 

 本年度重点的に取り組んだ目標・計画と振り返り・継続課題： 

目標・計画 具体的な取組方法 

幼児クラスの活動内容の充実 

【計画】 

・遊びの選択性や可塑性を今までよりも広げた活動を取り入れ、子ど

も達が主体的・能動的にヒト、モノ、コトに関わることができるよ

うにしていく。 

・D-Watch（園内観察会）の取り組みの継続。自園での実施と外部講

師を招いた実施計画を立て進めていく。また、当日参加者だけの学

びとならないように、映像の共有やアプリアンケートでの感想、助

言等をその都度発信し園全体での共有を意識していく。 

【報告】 

・子ども達が主体的にあそびを選択できるように保育者間で意識の

統一をはかり、２つのグループで連携を取りながら取り組みを始

めた。その事により周りの環境に目を向け主体的にあそぶ姿が見

られ始めてきた。 

・D-Watch（園内観察会）や講師を招いた研修などは、園長が替わっ

たことで園内の保育の基本的な内容の再確認などに重点を置いた

ため行えなかった。 

乳児クラス保育内容の充実 

【計画】 

・今まで取り組んできた自園での乳児保育を見直す。自園の規模や保

育環境を踏まえ0歳児～2歳児の連続性のある育児と、普段の生活

や遊びから四肢や体幹運動に繋がる取り組みを検討していく。 



 

【報告】 

・乳児クラスの保育室の環境を見直し、コーナーを設けたり玩具を整

えたりした。また、生活の中でしなやかな身体作りが出来るように

限りあるスペースを活用しながら環境を整えた。次年度は、その環

境の中で０～２歳児の連続性について考えていく。 

園庭改修・あそび場拡張計画 

【計画】 

・限りあるスペースを有効に使用する計画として、園庭遊具の改修を

行う。幼児園庭から屋上にかけて木造の３F 建ての遊具建設を行

う。また、保育室からスロープを設置し遊具と連結させる事も検討

中。国の補助金を申請予定で、案が通らなかった場合は長期計画に

切り替え施行していく予定。 

【報告】 

・園庭から屋上にかけての遊具建設は、費用や現状の建物を再検討し

設置は行わなかった。その代わり、１階保育室の裏の樹木を伐採し

そこに人工芝を敷き身体をしっかり動かしてあそぶことができる

スペースを拡大した。 

他園の見学・公開保育への

積極的参加 

【計画】 

・昨年度はコロナ禍において予定していた他園の見学や公開保育等

の制限がされた。職員からも他を見て学びを広げたいという意識

が向上していることから、計画をすると共に職会や園内研修で得

たものを共有していく。 

・社会福祉法人では、豊中あけぼのこども園、あけぼのぽんぽここど

も園、認定こども園あけぼのドロップスの３園が幼児クラス異年

齢縦割り保育を行う。縦割り保育を各園が継続して取り組みを行

っている中で、一つひとつの保育や行事の取り組みや各園の特色

等を共有したり、課題を話し合ったり、新たな取り組みにチャレン

ジするきっかけ作りになるような研修会を行っていく。 

【報告】 

・公開保育等へ積極的に参加し、参加後には職員会議や記録などを用

いて共有を行った。 

・年度の後半期から、園長・主任を中心に３園で幼児クラス異年齢保

育についての研修を行った。その研修で意見交換をしたことを自

園の幼児クラスの打ち合わせで伝達を行い、意識統一を図った。 

 

その他特記事項・報告事項 

・コロナ補助金を活用して、園庭トイレの改修工事、園舎裏の園庭拡張工事、太陽光発電システム

の修繕工事を行なった。 

・車両の老朽化による故障に伴い、新車への買い替えを行なった。 

 



 

【あけぼのぽんぽここども園】  園長：藤田 勲 
所在地 ： 〒560-0005 豊中市西緑丘2丁目4-1 

連絡先 ： TEL/06-6857-0003 FAX/06-6857-0066 E-mail/akebono_ponpoko@akebono.ed.jp 

 

  園児数： 

定員 
全体 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

150 18 20 24 29 29 30 

定員充足率 111％ 101％ 105％ 104％ 106％ 106％ 102％ 

 

  職員数： 

4/1配置 保育教諭 調理 看護 事務 他 計 備考 

正職員 26 2 0 1  29  

契約職員 9 3 1 0 16 29  

計 35 5 1 1 16 58  

【期中の増減】 5/ 1 派遣職員１名契約  週40時間勤務 年度当初の欠員補充 

5/20 学生バイト１名採用 週8時間勤務 

6/ 1 派遣職員１名契約  週35時間勤務 年度当初の欠員補充 

6/11 正職員保育教諭1名産休取得 

6/30 正職員保育教諭１名退職 一身上の都合により 

7/ 1 常勤契約職員１名採用 週40時間勤務 欠員補充 

7/31 派遣職員１名退職 週18時間勤務 一身上の都合により 

8/ 1 短時間契約職員１名採用 週9時間勤務 

8/20 正職員保育教諭1名産休取得 

9/ 1 常勤契約職員１名採用 週40時間勤務 欠員補充 

9/ 1  派遣職員１名契約 週15時間勤務 

        9/30 契約職員１名退職 週24時間勤務 一身上の都合により 

        10/ 1 派遣職員１名契約 週28時間勤務 

        1/10  派遣職員１名契約 週24時間勤務 

        2/ 1 派遣職員１名契約 週24時間勤務 

        2/ 2 正職員保育教諭1名産休取得 

        3/28 正職員保育教諭1名産休取得 

【期末退職者】 正職員保育教諭3名 

 
 本年度重点的に取り組んだ目標・計画と振返り・継続課題： 

目標・計画 具体的な取組方法 

① 新チームでの同僚性の
構築と向上 

【計画】 
・開園から園長を務めてきた安家比呂志の退任による交代、また２施
設からの転勤者と新任でのチーム構成となる。まずは職員間での関
係性や同僚性の構築が出来るよう、コミュニケーションを円滑に図
ることを目的としたアクティビティーを意図的に設けていく。 
（会議や園内研修等） 

・今まで園が積み上げてきた実績や経験をベースに、様々なアイデア
や意見を積極的に取り入れる。その中で対話を繰り返しながら園
全体で建設的に考えることを大切にしていく。 



 

【報告】 
・転勤者がいる事をポジティブに捉え、園内研修や打ち合わせで各施
設の情報を共有し、園の取り組みを見直す機会となった。 

 今後は、保育の基本的な押さえや見直しを行う事と同時に、他園の
様子を見学にいくなど学びの場を広げていきたい。 

② 園庭の使用方法の模索 

【計画】 
・社会福祉法人の中で一番広い園庭を保有している事を活かし、４年
前から園庭改革を行い環境の改善に意欲的に努めている。それまで
の課題から、“園庭で従来通りの運動会をする”という事を前提に
すると、植樹や遊具改修等によるスペース活用に制限が出てきた。
この事から園庭計画プロジェクトを立ち上げ2023年以降の園庭の
使用方法・行事の考え方など今後の園庭改革の方向性を模索してい
く。 

【報告】 
・園庭環境の見直しともに、まずは園庭環境の玩具の種類と数の整理
を行う。今後は配置や遊び展開等を充実させていく予定。 
また 2023 年以降の園庭の使用方法については、近隣の小学校の利
用承諾を得る事ができたことから、職員に今後のうんどうあそび会
の行事の取り組みをどう扱っていくのかという意向調査を行った。
課題や検討事項を再度相談し2023年度中に決定していく予定。 

③ 幼児クラス体制 

【計画】 
・今年度より幼児クラスに副担任を配置する。教育の充実と担任  
のノンコンタクトタイムと、保育準備・教材研究・事務時間の保証
がされる体制を実現していく。同法人のこども園のモデルケースを
参考にしながら急に舵をとることなくスモールステップで協議し
ながら進めていく。 

【報告】 
・年度初めの副担任は 4 クラス共に加配兼任だった為、想定してい
る体制や運営とはならない現状があったが、子どもの様子が落ち着
き、クラス間で連携し時間の確保が出来るようになる。 

 2023 度は二人担任制を導入し、より充実した保育と安定した職員
体制を整えていきたい。 

④ 法人内研修の計画 

【計画】 
・昨年度からあけぼの風の森保育園と連携施設なったことで、子ども
を始め職員の交流行事を計画する。合同園内研修の企画や、互いの
保育を観察しあい高め合う事が出来るようにしていく。 

・社会福祉法人では、豊中あけぼのこども園、あけぼのぽんぽここど
も園、認定こども園あけぼのドロップスの３園が幼児クラス異年齢
縦割り保育を行っている。一つひとつの保育や行事の取り組みや各
園の特色等を共有したり、課題を話し合ったり、新たな取り組みに
チャレンジするきっかけ作りになるような研修会を行っていく。 

【報告】 
・風の森との合同園内研修を実施しあけぼのコンセプトを再認識す
る機会となった。今年度は１回のみの開催となった為、来年度に向
け年間の計画を立て進めていき、互いの保育を見せ合ったり、交流 
したりする機会を設けていきたい。その中で保育観の共有や保育・
取り組みの再確認やアップデートへと繋がるようにしていく。 

・こども園３園で学びの機会を持つ事ができた。園長、主任が参加し
プロジェクトアプローチや行事の考え方の再認識に繋がった。今度



 

 
その他特記事項・報告事項 

◎コロナ施設整備補助金を使用し下記の工事を施工 

・事務所キッチン交換、自動水栓交換 

・幼児クラストイレ温便座交換 

・１F、２Fトイレ床張り替え工事 

・２歳児クラス壁撤去工事 

◎追加で行った園の整備 

・耐震診断の実施 

・乳児園庭整備、０歳児クラステラス補修 

 

も継続し実施していきたい。 

⑤ 働き方改革 

【計画】 
・園としての方向性（ビジョン）を明確にし、働き方改革リーダー、
園長、主任が中心となり進めていく中で、職員各自が当事者意識を
持ち進めていく事が出来るようにしていく。 

・他園からの転勤者がいる事をポジティブに捉え各園の取り組みを
シェアしていく。 

【報告】 
・方向性（ビジョン）を共有することにより、当たり前だった事の見
直しや園での取り組みを考え直すきっかけとなる。2023年度は目標
に向かって業務の見直しと改善、集中し作業ができる環境作り（部
屋の確保）等の具体的な改善へと繋げていきたい。 


